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V108a 北半球最高感度ミリ波サブミリ波ヘテロダイン受信システム LMT-FINER I.

デジタルサイドバンド分離広帯域分光計ファームウェアの開発
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近年、遠赤外線輝線の ALMA観測による宇宙再電離「前期」(赤方偏移 z > 8)の開拓が目覚ましい (橋本他
2018，田村他 2019等)。また、こうした科学的要求に応える広帯域中間周波数を備える受信機フロントエンド (小
嶋他 2017)など、「ALMA2」を支える要素技術が着々と実現している。ところが、それを十分に活かす広帯域バッ
クエンド (分光計や相関器)が存在せず、事実上分光赤方偏移探査の効率を制限している。
本講演では、大型ミリ波望遠鏡 LMT 50 mと組み合わせることで北半球で最高感度を実現する、120–360 GHz

帯ヘテロダイン受信機「FINER」のための分光計ファームウェアの開発を報告する。LMT-FINERは、ALMAに
比して 40%の集光面積、同等の標高 (4600 m)、4.5倍広い分光帯域をもたらす。これにより、ALMAと同等の分
光探査効率を、ALMAではアクセスが困難な北天 (δ > +30◦)で達成し、未分光のまま残された北天の z ∼ 8–11
の「前」再電離期候補天体を [O iii] 88 µm・[C ii] 158 µm 輝線で分光同定しその星間物理を探る計画である。
本分光計では、2チャネルの高速 (20.48 Gsps) 3ビット A/D変換器と FPGAを採用し、アナログハイブリッ

ドの複素ゲインのアンバランスをデジタル的に補正する。この結果、位相と振幅の補正精度がそれぞれ < 2◦と
< 0.4 dBを満たし、> 25 dBというサイドバンド分離比 (SRR)を達成しうる演算性能を示すことがわかった。こ
れは、SRRがA/D変換器の spurious-free dynamic rangeによって制限されるレベルに到達していることを示す。


